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長

(ー}昭和32年3月10日(毎月一回発穴 町 の 使
がいよ則場の、ぼ致のに棄が 凶-" aと間基た日式年四寄 昭 ーの決画関月第

、22日開主諮問居 住大 i明君臨ヨ霊長二三和財出討手目君 臨
でなて記事のま正内さ基村述 tif女 j建大画次債と月町計説百百三 政つ関更のた二臨三 時日

きあさ住抑制同時にぺ 毘付設きと第のな一議書盟十五十 再たすに議。百時十 陶酔
昨日皇室ド日間前 とな吋京医院幹注八十年建 02三宮寝室言強目 時私
はすこら生委の本のにめとるう 啓 3をiが V 執り許二自議年万万度の計 のて財場会初 議射 踏ま子
扇がとの等が他制で事にし各に ごと玲 i当 が行 ま可 月治 決五 円円赤変画 がの政 会がの ー船引/プ L+て
UtERf鰐陪 吋鼎 鏡村宣毛主主主手口2減を字更 時霊警雪量臨政 関ず
要出てに原た票はれーそ分時世間、吋込た期、ト正昨十額 もの計で二町す棄で 世っ
ちどの帯村実るとと密のて権し持の吋た二計再円認 すでしを先て必来利れ再よ ー再 ヨ
幻車道首2誌はすご示古諮 問芝士官都 品と言問日誌を高話会堂 JL -
あを内弔が査がはういはまれ場 1'J.弱肉 !支 日てのとれ三二初事 るまでま治変すと給にのく 1L- 6在監
り調容に、とで、にて、すを合持~ ~弘 にい借なま八三計業 内す本し庁更る、金支倍認 庄:c:月尋戸

持主望ZVZ雲日露jZ医長そ 問実E訂以i画費言。む抗措妥結雪'堅幹 問問

。る確し区のすの現に票たこ市古の j五許の八 ζ 約六九 申提承し要にのき子非れ 君主叫 鴎轄
こでて域は。調出反の、と町工}- ~ i十 可 が 月 と 千 八 八 し 出認試にむ;!j¥た及常た ヲ間三静 岡刊

誌都品む諸ES江古三 !高主主百。話再 存詩書官i野山E 昌歯 な?
いか票世町J事するこ内村れ職‘ ‘ i増 つ月と 万にが ま のま議れしを出 の く 、 竺司.. ~ γぬ

ま た 提 等 免入す籍つ交、て票政まい生 ま 関 住i次れめ各 副議 ーと百年消残産園ま必職 り U JJ 
討町出品川222去±在日出室長豊富喜議長議ぞ支持伊富守紅白訴鱗 れ

でれ、の場た 票ま 受記 す開 必そ 用利ら公が iり 果 に 委 議 長 長た万字り三起助こな退万りり 句人ど兄こ .~ '--' 
うすて戸交 合‘にすけ載。さ要のさ使、証市 3決;;i;ぉ首長 一 、も円三向十債金れつ職三の ，2>P...B -=::;:" 相争

ド日z-uJRZ222222主叩をき2ぶ赤宮常時互信広島日評 議現 ゐ 11 一一発行所
民前例!騰受いでてのるの、とめ宮べめ住も住 iた致新のm決穂亀等任あ額十初度充社すと十減補 ~ 11 愛媛県喜多郡
票にが、けは就もここ証そとに公きこ民の民望。そに辞副 直久の委りす万計赤当のる等五つ給 11 

自主82221133135iiZEi詰!??炉問主員宅!?ド都市 f一一 lJf日よ
のそにが木てなをらし土所ま戸か期はi o o v O V 0 70  V O常

2どい知、てに地せ籍らさ戸 Eと推只赤すし援今まに病発且まき目今く議り助管合一今門後日産久村矢河文藤小塚東建松黒後浦総任

号2霊長量t品目民主性AT;益出詩型TT±害時芸ti品開訪問主裏話E護霊議害時見差霊童存設会民君主務室
手学長最善ESE2を包2222包話語E空襲品事喜 毎号22芝E長官t君主2芝官事吾市市満済蔵一男室生毒己雄豊 生谷雄明 会

。こ、、合戸り籍庭い世実、と載の合 i堪き致新挨導様 め打明をそに御ず上さで云助り任 マ 門
と抄抄に籍まにのる帯際住とのでき iえま副任拶をの た立朗痛の'恐推もげせあふけ二挨 宮村林 尾本
が本本はのすは状のをに民ろ f言あれiまし諒挨 とお倍 いてに感責縮挙再まてり言らケ拶 本本日 崎回マ
ででの別騰。見況で単生票は 用り正iせて長拶致願旧; とる'し益任にい度す頂ま葉れ年要 庫伊出 運霊泉
き十代で、従らなす位活はあ皮ま確 iんまに要 しいの 存 こ て 々 の 存 た 三 。 き す のたの旨 雄太猪 衛太
る 分りす抄つれどかとを住りもすを 50と御旨ま致御 じと円町重じど年 厚が通り問 郎 郎伯

第21サ

マ
津
田
利
広

稲
田
政
光

川
井
酉
太
郎

マ
二
宮
金
之
助

亀
岡
政
重

石
田
政
雄
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t号j

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り

ま
す
が
そ
の
職
務
に
専
心
努

力
し
町
政
発
展
の
た
め
尽
力

致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
弘
か
今
後
共
よ
ろ
し

く
御
鞭
捨
御
協
カ
い
た
だ
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
し
て

御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

監
査
委
員

議
員
選
出

宮
本
庫
雄
氏

学
識
経
験
者

井
関
忠
雄
氏

監
査
委
員
は
二
月
末
日
を
以

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
改

め
て
町
長
よ
り
議
会
選
出
、
委

員
と
し
て
宮
本
庫
雄
氏
、
学
識

経
験
者
と
し
て
井
関
忠
夫
氏
を

再
選
任
し
た
る
と
こ
ろ
満
場
一

致
承
認
さ
れ
た
。

議
員
会
長

小
西
豊
己
氏
就
任

議
会
の
円
満
な
る
運
営
を
目

的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
町

議
会
議
員
総
会
会
長
と
し
て
、

小
西
豊
己
氏
が
寓
場
一
致
推
選

さ
れ
た
。

尚
役
員
を
次
の
一
通
り
決
定
し
た

会

長

小

西

豊

巴

副

会

長

東

豊

理

事

藤

沢

梅

太

郎

庁

矢

問

。

善

男

庁

河

内

作

右

衛

門

伊

村

本

伊

太

郎

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員

島
田
文
吉
氏
再
選

町
固
定
資
産
評
償
審
査
委
員

会
委
員
島
田
文
士
口
氏
は
、
二
月

十
七
日
を
以
っ
て
任
期
満
了
と

な
っ
た
の
で
町
長
よ
り
再
選
し

た
い
旨
提
案
さ
れ
た
が
満
場
一

致
承
認
さ
れ
た
。

納
税
は

昭
和
三
十
一
年
弁
所
得
税
確

定
申
告
の
時
期
が
参
り
ま
し
た

二
月
十
六
日
か
ら
こ
の
税
金

決
算
が
初
ま
り
ま
す
。
早
く
か

ら
自
分
の
所
得
と
税
金
を
計
算

し
て
申
告
及
び
納
税
の
心
構
え

を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
納
期

限
(
三
月
中
五
日
)
ぎ
り
/
¥

に
な
っ
て
驚
く
こ
と
の
な
い
よ

う
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
こ
の
硲
定
申
告
に
つ
い

て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
申
告
に
つ
い
て

2
8
1
4
j
J
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u

j

l

h

十

j宵

時

園
式

事
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臨
山

初

木
多
義
徳

向
弁
数
美

小
西
考
夫

鎌
田
富
夫

町
消
防
団
出
初
式
が
去
る
一
二
櫛
生
第
三
部
長

月
三
日
長
浜
高
校
に
お
い
て
、
一
大
和
第
二
班
長

団
員
七

O
O名
参
加
県
係
官
並
一
大
和
第
三
班
長

に
大
洲
警
察
署
長
等
来
賓
多
数
一
台
湾
第
一
班
長

出
席
の
上
挙
行
さ
れ
た
。
一
規
律
章

尚
当
日
表
彰
さ
れ
た
者
は
次
の
一
白
滝
第
二
部
長

通

り

で

あ

る

。

一

勤

続

章

知

事

功

労

章

(

永

年

)

一

長

浜

第

四

団

員

渡

辺

繁

出
海
第
二
部
長
河
地
明
一
長
浜
第
五
班
長
稲
本
忠
男

大

和

第

一

部

長

二

宮

正

直

一

青

島

班

長

播

本

蘭

白
湾
第
一
部
長
河
村
登
一
喜
多
灘
第
一
班
長
池
田
徳
春

功

労

章

一

喜

多

灘

第

二

団

員

上

回

秋

義

櫛
生
副
団
長
松
本
多
賀
男
一
櫛
生
第
三
班
長
佐
々
木
道
男

規

律

章

一

櫛

生

第

三

班

長

田

中

晋

長
浜
第
一
部
班
長
久
保
勝
輔
一
出
海
第
一
団
員
井
上
多
喜
夫

長
浜
築
二
部
班
長
歌
中
金
夫
一
出
海
第
二
団
員
池
田
喜
美
夫

長
浜
第
三
部
長
友
沢
喜
二
勤
続
章

長
浜
第
五
部
長
二
宮
利
行
-
大
和
副
団
長
奥
田
仰
三
郎

宮
田
福
美

つ

こ
の
六
、
セ
年
あ
ま
り
の
間
に
日
本
の
公

衆
衛
生
は
非
常
に
進
歩
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

y
¥
γ

完
成
の
域
に
は
ほ
ど
遠
く
今
後
に
残
さ

れ
た
事
が
ら
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
が
立
派
に
実
を
結
ぶ
か
ど
う
か

は
皆
さ
ん
が
公
衆
衛
生
の
問
題
を
真
剣
に
考

え
ら
れ
、
保
健
所
を
で
き
る
だ
け
利
用
さ
れ

る
か
否
か
に
か
L

っ
て
い
ま
す
。

保
建
所
の
事
業
を
簡
単
に
い
い
ま
す
と
、

の
明
る
い
健
康
な
生
活
を
総
持
発
展
さ
せ
る

た
め
に
生
活
環
境
の
政
守
を
指
導
し
た
り

取
締
っ
た
り
す
る
こ
と
。

明
結
核
伝
染
病
の
予
防
と
防
止
を
は
か
り
思

者
の
医
療
に
協
力
す
る
こ
と
。

市
川
管
内
衛
生
事
情
の
問
題
点
を
あ
き
ら
か
に

し
対
策
を
た
て
る
こ
と
。

尚
大
州
保
健
所
の
検
診
日
は
、
毎
週
月
、
木

曜
日
で
す
。
(
受
付
午
前
中
)

我等の健康を守るために

保健所を利用しま Lよ

'i¥: 
~ 

比
留
木
進

西
岡
恒
成

小
西
歳
行

大
和
第
一
班
長

白
滝
副
団
長

白
滝
第
三
団
員

郡
連
合
会
長

長
浜
分
団
.

三
弁
徳
行
小
川
儀
一
郎

池

浦

繁

利

橋

本

健

津

田

敏

夫

松

下

熔

三

e

森

本

六

郎

海

東

武

行

今
西
敏
光
二
守
口
義
徳

上
中
一
郎
古
谷
喜
代
松

青
島
分
団

山

本

詮

季

梶

本

周

一

喜
多
灘
分
団

北

山

定

片

岡

修

一

東

春

秀

柴

原

博

精

大

谷

久

吉

山

本

正

市

大

野

智

櫛
生
分
団

山

本

正

松

田

肥

一

松

並

定

川

回

義

晴

田

中

熟

控
除
額
の
限
度
額
が
次
の
と

お
り
そ
れ
《
¥
引
上
げ
ら
れ

て
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す

イ
概
算
所
得
控
除
の
限
度
額
が

七
千
五
百
円
か
ら
一
万
五
千

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

ロ
生
命
保
険
料
控
除
の
限
度
額

が
一
万
三
千
五
百
円
か
ら
一

万
五
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と

ハ
基
礎
慢
除
が
セ
万
五
千
円
か

ら
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と

。
納
付
に
つ
い
て

1
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人

で
、
第
三
期
分
と
し
て
納
付

す
べ
き
税
金
の
あ
る
人
は
、

品
d
h
J

J

司

J
d
:
A
B
i
J
1
1

出
海
分
団

田

よ

繁

雄

森

岡

木
村
今
宗
、
一
畑
山

大
和
分
団

菊

池

正

幸

成

田

昭

吉

久

保

兼

雄

白
滝
分
団

尾

上

正

三

久

保

睦

義

白

滝

明

義

奥

野

義

短

長
浜
町
長
表
彰

長
浜
分
団

高

木

満

利

回

淵

幸

雄

石

田

義

盛

仲

岡

吉

秀

木

下

保

利

浪

本

忠

利

宮

浦

樫

二

青
島
分
団

徳

永

新

吉

積
畑
松
太
郎

亀

井

道

夫

富;信二岡
永原宮田

平

家

満

芳

田

淵

逸

夫

矢

野

勝

央

沖
永
虎
三
郎

久

保

芳

信

清
水
弥
太
郎

0
0
0
0
0
 

心
ず
三
月
十
五
日
ま
で
に
納

め
て
下
さ
い
。

納
税
が
納
期
限
後
に
な
り
ま

す
と
、
納
期
限
の
翌
白
か
ら

納
付
の
日
ま
で
日
歩
三
銭
の

利
子
が
か
1

一
り
ま
す
し
、
ま

た
お
く
れ
ま
す
と
延
滞
加
算

税
が
か
t

ふ
り
ま
す
。

2
ど
う
し
て
も
納
期
限
内
に
税

金
の
全
額
を
納
め
る
こ
と
が

出
来
な
い
事
情
の
あ
る
人
で

確
定
申
告
に
よ
る
年
税
額
が

予
定
納
税
の
と
き
の
年
税
額

の
て
二
倍
以
上
に
な
る
場

合
隠
は
徴
収
猶
予
を
許
可
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、

時
闘
争
正
し
く

守

り

ま

「
生
活
改
善
」
私
は
一
番
大
一
だ
が
-
度
集
会
と
な
る
と
部
落

切
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
し
か
も
一
の
会
合
で
も
客
ご
と
で
も
ま
る

金
も
か
L
ら
な
い
し
そ
の
上
大
一
で
人
柄
が
違
っ
た
様
に
悠
揚
と

勢
の
人
が
得
を
す
る
と
い
う
本
一
し
定
め
ら
れ
た
時
間
に
は
次
し

当
に
切
実
な
問
題
を
提
案
し
た
一
て
集
合
し
な
い
。
早
く
て
三
十

ぃ

。

一

分

遅

い

も

の

は

二

時

間

も

平

気

そ

れ

は

一

で

遅

れ

て

来

る

。

「
時
間
励
行
」
と
云
う
事
で
あ
一
汽
車
や
パ
ス
に
乗
る
時
に
は

る

。

一

一

分

遅

れ

て

も

乗

れ

な

い

か

ら

私
は
比
の
町
内
は
ほ
と
ん
ど
一
必
ず
時
間
迄
に
は
行
く
が
会
合

廻
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
集
合
一
は
少
し
遅
れ
て
も
:
:
・
:
・
こ
ん

で
時
間
が
励
行
さ
れ
て
h
る
処
一
な
ず
る
い
考
え
で
は
日
本
再
建

は
少
な
い
。
ど
こ
え
行
っ
て
も
一
も
速
い
世
ず
で
あ
る
。

そ
の
土
地
の
名
を
冠
し
た
特
製
一
「
時
は
金
な
り
」
こ
ん
な
言

の
0
0時
間
と
呼
ば
れ
る
時
間
一
葉
陰
子
供
の
頃
か
ら
耳
に
タ
コ

が

あ

る

。

一

が

出

来

る

ほ

ど

聞

か

さ

れ

て

い

し
か
し
自
分
の
生
活
に
は
起
一
る
、
集
会
に
時
間
を
守
ら
ぬ
と

床
か
ら
就
寝
迄
時
間
の
上
に
大
一
み
ん
な
お
互
に
損
を
す
る
し
気

差
な
く
毎
日
を
過
し
て
い
る
の
』
ま
ず
い
思
い
を
す
る
事
も
充
分

せ

フ

イ

1

2

?

J

1

1

伊
-
-
‘

U

1

札
/
九
一
-
山
♂

所
得
税
じう

ァー確』
す百定 1

1 M n ，._J.守司

君3高是認ま所去す現時イト二千忠 j
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二
夫

久
雄

清

岡

益

只

喜
多
灘
今
回

津

田

忠

士

松

野

光

吉

細

川

太

郎

櫛
生
分
団

武

田

輝

義

中

田

突

進

神

内

悟

出
海
今
回

回

丸

一

郎

中
国
明
唯
志

犬
和
分
団

大

石

勇

矢

野

勝

幸

鎌

田

重

喜

白
滝
分
団

渡

辺

部

卓

後

藤

保

失

岡

崎

弘

西
山
仙
一

克
己

増
田

矢
野
上
宗
長

矢

野

政

敏

山
本
嘉
寿
満

開
初
笥
議
一

沢

弁

精

市

'l:豆霊福
幸明見進

篠

田

武

木
村
理
三
郎

坂西大
井村野

首位山岳十
村々本本

木
建重 良壬rJ幸

勉昭一高 雄秋~

..~ ‘ ~h・"'~"_.k"L_ :t r_一一. ~ 

税
務
署
と
御
棺
談
の
上
期
限

内
に
申
請
警
を
提
出
し
で
下

さ
い
。

口
叩
評
会
の
御
謹

皆
様
の
御
支
援
、
御
協
力
に

依
り
弟
二
回
の
農
体
遺
物
品
評

会
も
盛
会
問
聞
に
終
了
致
し
ま
し

て
喜
び
に
絶
え
ま
せ
ん
。

厚
く
御
礼
申
主
げ
ま
す
。

明
竿
度
も
今
平
に
倍
し
御
出

品
御
声
援
を
御
願
い
致
し
ま
す

尚
長
浜
商
工
会
、
郡
青
果
遂

に
は
特
に
勾
援
助
裁
き
ま
じ
た

事
を
厚
く
御
花
ギ
上
げ
ま
す
。

承
苅
し
な
が
ら
も

0
0時
間
の

一
掃
が
な
か
/
¥
出
来
な
い
の

で
あ
る
。

時
間
、
を
正
し
く
守
る
、
こ
れ

は
自
分
の
為
で
あ
り
他
人
の
為

で
あ
り
又
花
儀
で
あ
り
公
衆
道

徳
で
あ
る
。

新
し
い
吋
造
り
も
こ
う
し
た

0
0持
閣
の
習
漬
か
ら
脱
出
す

る
事
が
先
決
問
題
で
i

あ
る
と
信

ず
る
。今

後
は
比
の
長
浜
勾
内
ど
こ

へ
行
っ
て
も
正
し
く
時
間
戸
守

れ
る
様
に
切
望
す
る
次
第
で
あ

り
ま

T
o
そ
う
し
て
お
互
の
力

で
比
の
町
を
明
る
い
住
み
よ
い

町
を
築
品
目
、
上
.
け
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

占化c__ マ 4
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三
月
農
林
作
業

一

、

果

樹

一

①

除

夜

①

夏

柑

の

採

集

一

防

実

の

為

菰

其

の

他

に

ょ

っ

最
近
夏
柑
の
消
費
は
消
費
者
一
て
覆
い
を
し
た
も
の
は
寒
波
の

の
進
歩
し
た
考
え
か
ら
又
健
康
一
恐
れ
が
な
く
な
り
次
第
に
取
除
一
)

上
か
ら
比
の
消
費
は
増
大
し
て
一
く
、
特
に
本
郡
に
於
い
て
は
あ
一
清

お
り
早
く
も
各
市
場
で
人
気
を
一
ま
り
に
も
遅
く
ま
T
山
地
風
に
一
制

号
一
高
め
て
居
る
。
犯
で
三
月
と
も
一
吹
き
つ
け
ら
れ
る
の
で
つ
い
時
一
や

む
一
な
れ
ば
大
き
い
分
よ
り
可
寧
に
一
期
が
遅
く
な
り
結
果
と
し
て
ダ
一

一
順
次
採
放
し
て
行
け
ば
後
に
残
一
ニ
類
の
発
生
所
と
な
り
又
遅
く
一

一
っ
た
果
実
の
玉
太
り
も
良
く
樹
一
な
り
外
気
温
が
相
当
高
く
な
一
量

一
勢
の
衰
弱
防
止
に
も
其
の
効
果
一
っ
て
カ
ら
の
除
菰
は
落
葉
が
甚
一
昨

一

は

大

き

い

。

一

だ

し

し

'

一

施

一
夏
柑
の
撰
果
に
つ
い
て
は
従
一
従
っ
て
寒
波
の
恐
れ
が
な
く
一
泊

一
来
一
個
一
個
の
重
量
を
測
っ
て
一
な
り
次
第
取
り
除
く
様
に
す
る
一
材

一
居
た
が
今
年
か
ら
は
選
果
機
に
一
除
菰
時
期
が
早
過
ぎ
た
場
合
は
一
武

一
よ
っ
て
行
わ
れ
る
事
に
な
り
従
一
英
の
後
の
被
害
が
大
き
く
又
遅
一
)

り
一
釆
と
若
干
違
っ
た
所
が
あ
る
の
一
過
ぎ
て
も
前
述
の
害
が
あ
る
の
一
ィ

{
で
撰
果
荷
造
り
規
格
を
照
介
す
一
で
普
通
は
三
月
下
匂
の
発
芽
前
一

ぷ
る
o

-

一
硫
黄
合
剤
加
用
ク
ロ
シ
剤
の
撒
一

一
夏
柑
撰
果
荷
造
り
規
格
表
一
布
前
十
日
位
が
良
い
と
思
わ
れ
一

-
I
I
I
l
l
i
-
-
-ー
ー
一
る
c

一

E
一

考

容

貫

一

除

菰

す

る

場

合

は

高

温

晴

天

一

陥

間

一

内

十

入

一

一

4
一

味

自

寵

一

時

に

外

す

と

外

湿

と

の

急

設

な

一

一

備

五

量

竹

一

変

化

の

為

に

落

葉

す

る

事

が

あ

一

一
I
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
1
一
る
の
で
雲
天
か
夕
方
咋
く
に
外
一

一

縄

総

赤

0

9

白

一

す

と

良

い

。

一

一

所

本

本

本

一

一

〉

一

ケ

赤

四

三

二

一

特

に

幼

木

等

で

樹

全

体

を

包

一

D

O--
胴

三

縄

胴

0

0

総
一
ん
で
居
た
様
な
樹
は
特
に
注
意
一
時

一
'
F
I
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
一
し
な
い
と
除
菰
後
の
思
わ
ぬ
被
一
勘
平

一
軒
白

9

9

一

害

を

受

け

る

。

一

(

T
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
卜
l
一

⑦

春

犯

の

施

用

一

・

一

過

青

一

。

一

秋

肥

の

施

用

に

次

い

で

春

肥

一

町
二
到

J

一
は
新
梢
発
生
充
実
の
為
に
、
関
一
ま

一

-

が

一

花

、

.

結

実

の

為

の

樹

勢

衰

弱

防

一

知

一

僻

赤

論

一

一

止

の

為

に

更

に

は

翌

年

の

花

芽

一

誠

一日
l
副
|
|
ド
J
I
l
l
l
1
一
の
分
化
、
樹
勢
の
維
持
、
向
上
一
精

一
語
泊
一
目
白
河
田
一
の
為
に
春
肥
施
用
の
効
果
は
大
一
引

一

閃

い

い

ド

l
i
l
l
-き
い

。

一

当

一

目

吠

7

8

0

2

一
又
春
胞
は
量
に
し
て
も
年
間
一
官

)

一

樹

日

ω

M

M

M

一
の
四
割

1
五
割
を
施
す
の
で
化
一
イ

行
一
間
I
l
l
i
-
-
J
¥
川

l

一
学
肥
料
の
み
で
は
根
を
害
す
る

芝
歪
|
矧
|
川
J
1川
l
J勺
吉
み
で
な
く
流
亡
霊
が
多
い
の

1

1

1

4

l

i

-

-

p-
昨出

U

1

3

・
幻

2

一で

N
成
分
に
し
て
三
割
程
度
を

ト
マ
川
1
|
|
|
l
i
l
1
1
1
1
一
有
機
質
肥
料
で
補
わ
ね
ば
な
ら

釦

一

割

天

特

イ

ヨ

ナ

一

な

い

。

又

燐

酸

肥

料

も

有

機

燐

(
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
酸
で
や
れ
ば
肥
効
率
も
高
く
、

園
保
か
ら
の
、
お
願
い

(二)口
Hnu 

明
一
被
保
険
者
の
世
帯
主
に
と
っ

持
一
て
賦
課
金
の
納
入
義
務
の
履
行

和
」
が
一
番
大
き
な
仕
事
で
す
が
と

昭
一
れ
と
問
時
に
)
保
険
を
ス
ム

l

・
ー
ス
に
利
用
す
る
た
め
次
の
事
柄

は
是
非
お
守
り
願
い
ま
す
。

一
、
世
帯
問
に
異
動
の
あ
っ
た

場
合
、
例
へ
ば
、
家
族
の
中
嫁

入
り
し
た
も
の
が
あ
っ
た
、
出

生
し
た
、
死
亡
し
た
‘
住
込
み

で
仇
き
に
出
た

A

就
職
し
事
業

場
の
健
康
保
険
又
は
共
済
組
合

に
加
入
し
#
た
、
住
込
み
の
使
用

人
を
入
れ
た
、
帰
し
た
、
・
等
の

場
合
は
心
ヂ
受
診
証
を
役
場
へ

出
し
て
(
悶
村
地
区
は
そ
れ
ぞ

れ
の
出
張
所
へ
)
記
載
事
項
の

訂
正
を
受
け
て
下
さ
い
。

御
届
出
が
な
い
た
め
に
被
保
険

者
に
迷
惑
を
か
け
る
様
な
場
合

が
往
々
に
し
て
あ
り
勝
で
す
か

ら
必
ず
励
行
し
て
下
さ
い
r
。

二
、
町
外
へ
転
出
さ
れ
る
際
は

必
ヂ
受
診
証
を
役
場
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。
国
保
の
受
診
証
を

提
出
さ
れ
な
い
と
転
出
証
明
書

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

又
町
内
で
異
動
さ
れ
た
場
合
は

新
し
く
住
む
事
に
な
っ
た
地
区

委
員
さ
ん
に
必
ず
連
絡
す
る
と

矢

口

v
d
一J
P
P
4
3
d
v
J
+

d『

£
 

果
実
の
品
質
も
良
く
な
る
の
で

出
来
れ
ば
骨
粉
を
使
用
し
た
い

今
年
度
の
喜
多
青
果
逮
管
内

柑
橘
施
肥
の
指
針
次
の
通
り

(ロ)

宿内分配成分量

P 

7.lU 種成分量分dι 
t:l 配耳目種

計硫加骨粉過石KI油粕類硫安N
e
ω
 

K P N 硫加骨粉過石油粕類硫安

50.2 5.5 工3.611.0 3.53.0120.0 0.8000.700 0.6CO I早生温州1.1 2.7 

2.7 

2.2 4.0 早生温州

50.2 5.5 13.6 工1.13.53.0120.0 4.0 0.800 0.700 0.6∞l普通温州1.1 2.2 4.0 普通温州

同
時
に
受
診
証
を
役
場
へ
出
し

て
記
番
号
の
訂
正
と
ム
口
一
般
の
整

理
を
受
け
て
下
さ
い
。

三
一
、
，
健
康
保
険
と
国
保
と
二
つ

の
保
険
の
あ
る
方
の
御
家
族
は

医
師
に
か
L
る
時
必
ず
二
通
の

受
診
認
を
医
師
へ
持
参
し
て
診

療
を
受
け
て
下
さ
い
。
ど
ち
ら

か
一
通
だ
け
で
は
一
部
負
担
金

を
徴
牧
せ
ら
れ
ま
す
。
今
後
医

師
か
ら
一
部
負
担
の
請
求
が
出

た
場
合
、
規
ー
定
の
通
り
二
還
の

受
診
誌
を
提
出
し
て
居
ら
れ
な

か
っ
た
際
は
併
用
者
で
あ
っ
て

も
御
負
担
を
願
う
事
と
な
り
ま

ず
か
ら
御
、
詑
意
願
い
ま
す
。

四
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受

け
て
居
ら
れ
る
被
保
険
者
は
お

施
用
時
期

二
月
中
匂
(
遅
く
な
ら
な
い
様

に
施
す
)

施
用
法

会
薗
撒
布
を
原
則
と
し
後
経
く

耕
起
す
る
か
根
に
従
っ
て
放
射

状
に
溝
を
掘
り
之
に
施
用
す
れ

ば
良
い
。
輪
状
施
肥
は
根
の
生

育
上
良
く
な
い
か
ら
出
来
る
だ

け
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

@
首
木
の
定
植
及
び
移
植

今
月
中
句
よ
り
来
月
に
か
け

て
苗
木
権
付
の
適
期
と
な
る
。

特
に
果
樹
は
永
年
作
物
な
る
が

故
に
一
度
橋
付
け
れ
ば
そ
う
簡

単
に
堀
取
っ
て
植
え
な
を
す
事

は
出
来
な
い
。
故
に
植
付
の
良

否
が
将
来
の
樹
勢
、
政
量
に
及

ぼ
す
影
響
は
非
常
に
大
き
く
且

つ
充
分
に
注
意
し
て
可
曜
に
植

付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

首
木
は
根
を
良
く
水
で
洗
っ

て
粘
土
を
落
し
根
の
先
端
部
の

傷
つ
い
た
部
分
だ
け
を
鋲
で
可

唾
に
切
り
其
の
他
の
根
は
切
り

絡
め
な
い
。
地
上
部
は
接
い
だ

所
か
ら
一
尺
二
寸
位
の
高
さ
に

切
り
二
年
、
三
年
生
の
も
の
は

弱
い
夏
秋
梢
の
み
切
り
捨
て
る

植
付
に
当
つ
て
は
根
を
乾
燥
せ

ぬ
事
が
何
よ
り
も
大
切
で
苦
木

の
運
搬
移
動
に
当
つ
て
は
濡
れ

一
む
し
ろ
や
パ
ケ
ツ
等
を
準
備
し

一
て
乾
か
さ
ぬ
様
注
意
す
る
。

一
植
付
に
当
つ
て
は
前
も
っ
て
堀

一
っ
て
居
た
タ
コ
ツ
ポ
又
は
霊
壕

-
a
一
の
上
に
有
機
物
の
入
れ
た
量
に

旬
一
よ
っ
て
植
付
位
置
を
加
減
す
る

一
根
は
下
方
か
ら
順
次
直
に
伸

一
ば
し
、
七
覆
土
し
な
が
ら
上
部
の

一
根
を
広
げ
て
行
く
、
定
植
後
は

一
良
く
潜
水
を
行
い
充
分
に
行
い

一
細
根
が
土
に
当
る
様
に
し
其
の

一
上
に
軽
〈
覆
土
し
て
敷
草
を
充

一
分
に
行
い
風
に
よ
っ
て
動
揺
し

一
な
い
様
に
支
柱
を
立
て
る
。
植

穴
を
堀
っ
た
直
後
に
定
植
す
る

所
は
中
に
入
れ
た
有
機
物
の
量

か
ら
見
て
決
し
て
土
が
落
ち
つ

い
た
後
に
高
植
に
な
っ
て
も
低

43.6 6.0 16.0 21.0 4.4 2.55 3.2 柑工.0100.580 0.730 I夏1.51 3.67 4.82 キ甘夏

医
者
へ
か
L
る
時
は
必
ず
事
前

に
役
場
の
社
会
係
か
ら
医
療
券

の
交
付
を
受
け
、
保
険
の
受
診

託
と
雨
方
を
医
師
に
提
出
し
て

診
療
を
受
け
て
下
さ
ド
。

五
、
生
活
保
護
法
の
適
用
は
受

け
て
居
な
い
が
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
医
療
費
が
相
当
高
額
に

な
る
と
恩
は
れ
る
人
で
其
の
一

部
負
担
金
に
堪
え
ら
へ
な
い
と

思
は
れ
る
様
な
お
方
は
一
日
も

早
く
役
場
の
社
会
係
と
国
保
の

係
へ
御
相
談
下
さ
い
。
病
気
が

治
っ
て
一
部
負
担
金
の
請
求
を

受
け
て
か
ら
で
は
種
々
の
手
続

が
出
来
に
く
L
係
員
も
困
り
ま

す
が
御
本
人
も
途
方
に
暮
れ
る

事
に
成
り
ま
す
。

義
務
は
た
せ

み
ん
な
で
受
け
よ
ラ

国
保
の
利
益
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